
広報

合併５周年記念特別号

町が誕生してから５年。
　性格の違う町・村同士が、
心ひとつにまちづくりに励んだ５年。
　５年の歳月は、子どもたちをここ
まで大きくしました。
　次の５年も、この笑顔を絶やさず。

2010 August
5th Anniversary Extra Edition
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町
が
誕
生
し
て
か
ら
５
年
の
軌
跡
を
�
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
�

広
報
な
か
ど
ま
り
の
コ
�
ナ
�
�
ま
ち
の
話
題
�
か
ら
の
写
真
を
中
心
に
�

町
が
た
ど
�
た
５
年
間
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

　
　
　
〈
２
０
０
６
年
〉

２
月
12
日　
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催

３
月
３
日　
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
開
通
式

３
月
10
日　
地
域
連
絡
バ
ス
利
用
者
１
万
人
達
成

３
月
28
日　
町
民
憲
章
制
定

３
月
31
日　
下
前
小
学
校
閉
校

７
月
22
日　
第
１
回
ホ
タ
ル
ま
つ
り
in
な
か
ど
ま
り（
〜
23
日
）

９
月
８
日　
中
泊
産
去
勢
子
牛
が
最
高
値（
秋
元
登
志
幸
さ
ん
）

11
月
19
日　
町
合
併
１
周
年
記
念
「
た
の
し
い
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

11
月
26
日　
津
軽
民
謡
・
沖
縄
民
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

12
月
13
日　
も
っ
た
い
な
い
条
例
制
定

主
�
�
�
�
�

広
報
写
真
で
振
り
返
る
合
併
５
年

　
　
　
〈
２
０
０
５
年
〉

３
月
28
日　
中
泊
町
誕
生
・
開
庁
式

４
月
４
日　
富
野
保
育
所
民
営
化
・
開
所
式

４
月
25
日　
小
野
俊
逸
町
長
初
登
庁

５
月
18
日　
砂
防
愛
ラ
ン
ド
で
ホ
タ
ル
幼
虫
放
流

　
　
　
　
　
町
誕
生
後
初
の
1
0
0
歳
顕
彰（
松
島
き
ゆ
さ
ん
）

７
月
５
日　
中
泊
町
誕
生
記
念
式
典

７
月
11
日　
地
域
連
絡
バ
ス
運
行
開
始

７
月
14
日　
大
沢
内
た
め
池
公
園
開
園

９
月
18
日　
小
泊
地
域
豪
雨
災
害
発
生

10
月
１
日　
新
町
誕
生
記
念
「
中
畑
清
野
球
教
室
」

10
月
31
日　
知
事
と
の
わ
い
わ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

11
月
６
日　
中
里
高
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

11
月
27
日　
下
前
小
学
校
閉
校
式
・
思
い
出
を
語
る
会

12
月
12
日　
町
の
花
・
木
・
鳥
決
定

主
�
�
�
�
�

ヤリイカ味覚まつり【4/29】

RABビーチサッカー青森県大会inこどまり【7/16－17】

中畑清野球教室【10/1】

大沢内ため池公園開園【7/14】

なかどまりまつり（小泊）【8/14】

子ども会ジュニアリーダー研修会 【8/6－7】

本庁開庁式【3/28】

小泊地域豪雨災害【9/18】

下前小学校閉校式【11/27】

中泊町誕生記念式典【7/5】

津軽民謡・沖縄民謡チャリティーライブ【11/26】

津軽海峡横断カヌートライアル【8/5】

生涯学習推進大会【2/12】

イガっタラきてけフェア【2/5】

津軽海峡春もみじまつり【6/4】

相互訪問ツアー【9/2】

こどまり新鮮朝市【4/15】遠隔交流授業【7/13】

新岡精弥杯争奪剣道大会【10/22】 地域イントラネット開通式【3/3】

ホタルまつりinなかどまり【7/23－24】
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〈
２
０
０
７
年
〉

２
月
10
日　
な
か
ど
ま
り
イ
ガ
米
〜
き
て
け
フ
ェ
ア

４
月
２
日　
防
災
行
政
用
無
線
開
通
式

４
月
23
日　
中
泊
町
図
書
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰

６
月
１
日　
小
泊
中
学
校
で
１
回
目
の
職
員
出
前
講
座

７
月
８
日　
イ
ン
ド
仮
面
舞
踏
公
演

10
月
20
日　
金
木
高
校
小
泊
分
校
閉
校
記
念
式
典

11
月
11
日　
集
団
回
収
育
成
推
進
事
業
説
明
会

11
月
18
日　
N
H
K
公
開
録
音
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

12
月
26
日　
三
上
新
一
さ
ん
「
田
中
稔
賞
」
受
賞

主
�
�
�
�
�

　
　
　
〈
２
０
０
８
年
〉

１
月
14
日　
武
田
地
区
「
も
っ
た
い
な
い
町
民
運
動
」
合
同
研
修
会

１
月
21
日　
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
可
動
式

３
月
31
日　
金
木
高
校
小
泊
分
校
閉
校

４
月
１
日　
郵
便
局
で
の
証
明
書
交
付
事
務
開
始

４
月
26
日　
こ
ど
ま
り
春
物
語
ツ
ア
ー（
〜
27
日
）

５
月
25
日　
走
れ
メ
ロ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
こ
ど
ま
り
岬

６
月
３
日　
大
沢
内
た
め
池
「
湧
つ
ぼ
」
平
成
の
名
水
百
選
に
選
定

７
月
11
日　
徐
福
の
里
物
産
品
直
売
所
オ
ー
プ
ン

７
月
28
日　
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

８
月
31
日　
24
時
間
テ
レ
ビ「
愛
は
地
球
を
救
う
」
津
軽
海
峡
横
断
リ
レ
ー
ロ
ケ

11
月
４
日　
日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー
に
小
泊
支
所
が
移
転
・
オ
ー
プ
ン

11
月
８
日　
大
沢
内
た
め
池
「
湧
つ
ぼ
改
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

11
月
９
日　
津
軽
鉄
道
大
沢
内
駅
舎
漬
物
ま
つ
り

主
�
�
�
�
�

インド仮面舞踏～セライケラのチョウ～【7/8】

冬物語ツアー【1/27－28】

なかどまりイガ米～きてけフェア【2/10】 防災行政用無線開通式【4/2】

雪んこまつり【1/13】

NHK公開録音「民謡をたずねて」【11/18】

薄市小餅つき会・繭玉づくり【1/20】
三上新一氏「田中稔賞」受賞【12/26】

文化賞・スポーツ賞授与式【2/18】

なかどまり町民祭（中里）【11/2－4】

徐福の里物産品直売所」オープン【7/11】

スポーツ少年団・子ども会合同スキー教室【1/9－10】

津鉄大沢内駅漬物まつり【11/9】

小泊支所移転オープン【11/4】

大沢内ため池湧つぼ

平成の名水百選選定【6/3】

証明書交付事務協定書締結式【3/17】 戸籍電算システム稼働式【1/21】

金木高校小泊分校最後の卒業式【3/3】

善行・功労者表彰式【11/12】
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中
泊
町
が
誕
生
し
て
�
今
年
の
３
月
28
日

で
５
年
が
経
ち
ま
し
た
�
こ
の
記
念
す
べ
き

区
切
り
を
迎
え
�
こ
れ
ま
で
町
政
運
営
に
多

大
な
る
ご
協
力
�
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
議
会
�
関
係
者
の
皆
様
�
そ
し
て
町
民
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
�
改
め
て
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
�

　

本
町
は
�
津
軽
北
部
四
町
村
合
併
協
議
会

解
散
と
い
う
苦
い
経
験
の
も
と
�
農
業
の
町

�
中
里
�
と
�
漁
業
・
観
光
の
村
�
小
泊
�

が
一
緒
に
手
を
携
え
�
新
し
い
町
を
作
ろ
う

と
い
う
大
き
な
志
の
上
に
築
か
れ
た
町
で
す
�

飛
び
地
合
併
で
あ
�
た
こ
と
か
ら
�
町
内
外

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
�
む
し
ろ
そ
れ
を
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
�

に
変
え
�
新
た
な
町
を
築
こ
う
と
い
う
町
民

の
皆
様
の
熱
い
思
い
が
開
花
し
�
新
町
が
誕

生
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
�

　

新
町
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
�
ま
ず

町
づ
く
り
の
柱
と
な
る
長
期
総
合
計
画
を
策

定
し
�
�
大
地
の
恵
と
海
の
幸　

心
ひ
と
つ

に
希
望
の
ま
ち
�
を
ス
ロ
�
ガ
ン
と
し
て
�

町
民
同
士
の
融
和
を
図
る
こ
と
か
ら
始
め
て

参
り
ま
し
た
�
自
然
・
生
活
環
境
�
産
業
構

造
が
大
き
く
異
な
る
町
民
が
お
互
い
に
通
じ

合
う
よ
う
�
地
域
連
絡
バ
ス
の
運
行
�
防
災

無
線
の
戸
別
受
信
方
式
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
�

町
民
大
運
動
会
の
開
催
な
ど
�
物
心
両
面
か

ら
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
参
り
ま
し
た
�

　

ま
た
�
合
併
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
行
財

政
の
効
率
化
に
も
�
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
�
富
野
・
薄
市
保
育
所
の

民
営
化
や
�
既
存
施
設
を
利
用
し
た
新
小
泊

支
所
�
小
泊
消
防
署
の
オ
�
プ
ン
な
ど
は
�

町
の
将
来
を
見
据
え
た
上
で
行
�
て
き
た
も

の
で
す
�
武
田
・
内
潟
両
出
張
所
の
廃
止
な

ど
�
一
部
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
も
の
も
あ

り
ま
し
た
が
�
郵
便
局
へ
の
業
務
委
託
な
ど

代
替
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
�
て
�
十
分
で

は
な
い
も
の
の
サ
�
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
�

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
�
合
併
に
伴
う
補

助
金
や
特
例
債
な
ど
�
合
併
し
な
け
れ
ば
財

源
が
捻
出
で
き
な
か
�
た
事
業
も
多
々
あ
り

ま
し
た
�
ま
さ
に
�
町
民
の
皆
様
が
一
体
と

な
�
た
合
併
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
�

　

最
近
で
は
�
町
内
各
団
体
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
機
運
が
に
わ
か
に
盛
り
上
が
�
て
き

て
お
り
�
自
ら
の
手
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
と
い
う
動
き
が
活
発
に
な
�
て
き
て
い

ま
す
�〝
希
望
の
ま
ち
〞
と
い
う
抽
象
的
な

ス
ロ
�
ガ
ン
が
�
い
ま
大
き
な
動
き
と
な
�

て
具
現
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
�
町

に
と
�
て
こ
れ
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
�
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
�〝
希
望

の
ま
ち
〞
を
作
り
上
げ
て
い
く
よ
う
�
今
後

も
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
�

　

今
年
12
月
に
は
�
青
森
ま
で
東
北
新
幹
線

が
や
�
て
き
ま
す
�
皆
様
の
お
力
を
得
な

が
ら
�
町
の
新
た
な
隆
盛
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
�
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
�
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
�

�
希
望
の
ま
ち
�
を
目
指
し
�
町
�
歩
�
�
5
年
�
振
�
返
�
�
�

　中泊町の「中」の文字を基
調に、豊かな自然の中で躍動
する人を象徴的に表現してい
ます。橙は太陽、青は海と空、
緑は大地で自然に恵まれた中
泊町をイメージしています。

（平成17年3月28日制定）

（平成18年3月28日制定）

（平成17年12月16日制定）

　「菊」は発展途上にある町民の誇りと願い、
「ヒバ」は時代を乗り越えて成長する、「ツ
バメ」は未来への飛躍が期待される、という
町のイメージにふさわしいものとして決定さ
れています。

　わたしたちは、豊かな津軽の大地と雄大な日本海の恵みを受けているこの郷土を愛し、
美しい自然と先人の英知によって築かれた歴史と伝統に誇りを持ち、心ひとつにみんな
で力を合わせ、あずましい町をつくるために、この憲章を定めます。

１　働くことに喜びをもち、活力にみちた町をつくりましょう。

１　文化とスポーツを愛し、健康で明るい町をつくりましょう。

１　子どもとお年よりをいたわり、安らぎのある町をつくりましょう。

１　自然を守り、水と緑のきれいな町をつくりましょう。

１　ふれあいを大切にし、心の温かい町をつくりましょう。

中泊町長　小　野　俊　逸

　
　
　
〈
２
０
０
９
年
〉

１
月
９
日　
中
里
・
薄
市
・
富
野
保
育
所
合
同
食
育
教
室

１
月
19
日　
小
泊
消
防
署
高
規
格
救
急
車
供
用
開
始

３
月
８
日　
第
１
回
町
民
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

３
月
17
日　
定
額
給
付
金
支
給
開
始

４
月
１
日　
武
田
・
中
高
線
バ
ス
運
行
開
始

４
月
29
日　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成

６
月
６
日　
第
１
回
岩
木
川
「
芦
野
頭
首
工
」
ヤ
マ
メ
体
験
学
習
放
流
会

８
月
11
日　
「
金
多
豆
蔵
人
形
劇
場
」
こ
け
ら
お
と
し

８
月
30
日　
第
１
回
中
泊
町
民
テ
ニ
ス
大
会

10
月
８
日　
小
説
「
津
軽
」
の
像
建
立
20
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
陸
上
自
衛
隊
ふ
れ
あ
い
演
奏
会

10
月
23
日　
第
１
回
中
泊
町
社
会
福
祉
大
会

12
月
25
日　
天
皇
賞
・
田
中
稔
賞
受
賞
記
念
合
同
祝
賀
会

　
　
　
　
　
（
天
皇
賞
・
三
上
新
一
氏　
田
中
稔
賞
・
荒
関
敬
悦
氏
）

　
　
　
〈
２
０
１
０
年
〉

２
月
18
日　
地
域
づ
く
り
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
27
日　
町
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

主
�
�
�
�
�

町の花・木・鳥

町民憲章

町　章

月
に
は
�
青
森
ま
で
東
北
新
幹
線

が
や
�
て
き
ま
す
�
皆
様
の
お
力
を
得
な

が
ら
�
町
の
新
た
な
隆
盛
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
�
変
わ

が
や
�
て
き
ま
す
�
皆
様
の
お
力
を
得
な

が
ら
�
町
の
新
た
な
隆
盛
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
�
変
わ

町民大運動会【09/6/28】

金多豆蔵人形劇場こけらおとし【09/8/11】

成人式【09/8/15】

町民フリーマーケット【09/3/8】

健やか少年野球大会【09/7/28－29】

竜泊ラインウォーク【09/9/13】

畑の学校・食卓の学校【09/5/9】元旦マラソン【09/1/1】
こどまり春物語ツアー【09/4/18－19】

学校給食センター落成【09/4/29】

町民テニス大会【09/8/30】

地域づくりフォーラム【10/2/18】B&G海洋センターオープン【09/7/1】

【町の花 ― 菊】

【町の木 ― ヒバ】

【町の鳥 ― ツバメ】



　高校卒業後、警察学校、板前の見習い、新聞配達を経て昭和45年、東京渋

谷の｢ライブハウスステーション70｣で歌い始めます。同46年、中村八大作曲

の『馬鹿ぶし』でデビュー。第３回全日本フォーク・ジャンボリーに出演し、

日本で最も過激な唄を歌うフォーク歌手として脚光を浴びます。

　以後、ＣＤアルバム、小説、随筆、作詞、作曲、詩集などを多数発表。シ

ンガーソングライター（作詩・作曲と歌手を兼ねた人）のみならず、多方面で

の活躍が評価されている、芸能界有数のタレントです。

　また、誰よりも小泊を愛する人で、故郷でのコンサート、小泊のテレビＣ

Ｍ出演、東京での｢ふるさと交流会｣での演奏等に積極的に協力しており、町

のイメージアップを図る大使としてふさわしい方です。

　青森県を主な拠点に活動するローカルタレントです。愛称は「ひでちゃん」。

トラック運転手などさまざまな職業に就いた後、黒石八郎に弟子入りします。

以前は師匠との出演が多かったですが、最近は単独での出演が中心となってい

ます。青森県の放送番組のテレビ・ラジオのレポーターや出演のほか、各種イ

ベントの司会として非常に活躍されている方で、弟子入りした黒石八郎氏の下

で三味線と民謡の修行中でもあります。

　また、旧中里町のときから、まつりや町民祭での司会、記憶に新しいところ

ではもったいないフォーラムの司会など、特に司会業で町のイベント盛り上げ

に貢献。その語り口は軽妙で、誰からも愛される親しみやすさがあります。

　このように、町への貢献やその明るい語り口などから見ても、町をPRする

人材としてうってつけの方です。

　農業をする傍ら、「金多豆蔵人形一座」を主宰し、精力的に公演活動を行

っています。現在の保持者である氏は、２代目木村幸八氏の弟重成氏の息子

で、その技量が２代目木村幸八氏の目にとまり、平成６年（1994）に３代目の

襲名を許されています。

　昨年開場した津軽中里駅駅舎内の「金多豆蔵人形劇場」で月１回の公演を

行っているほか、出張して各地で公演するなど、昨年の常設劇場開場以来、

町のホットな観光資源として、町内外から非常に注目を集めています。

　公演の内容は、酒呑みで失敗ばかりする「金多」と、おっちょこちょいだ

が情にもろい「豆蔵」が主役となって劇を繰り広げ、掛け合い漫才のほか、

人形の手踊りなどさまざまな演目を持っており、津軽の風俗を取り入れ

た伝統芸能にふさわしい人形劇となっています。

　昨年５月には、町教育委員会が無形民俗文化財として指定しました。

「中泊町ふるさとイメージアップ大使」を任命しました
中泊町合併５周年にあたり

　町が誕生して早５年が過ぎ去りました。 町ではこの５年間、 まちづくりの合い言葉である 「大地の恵と海の幸　

心ひとつに希望のまち」 を体現すべく、 さまざまなことを行ってきました。

　町では、 合併５周年の節目を迎えるにあたり、 このたび町のイメージアップを図る大使の任命を企画しました。

任命する方々は、 町内外で幅広く活躍されている方で、 その公演機会に、 町のイメージアップ活動を行っていただ

きます。 今年は、 折しも青森まで新幹線がやってくる年です。 町の誕生５周年を記念し、 新たな飛躍の年にしたい

という願いから、 次のお三方を大使に任命します。

三
み

上
か み

　寛
か ん

（昭和25年３月20日生　旧小泊村出身）

木
き

村
む ら

　巌
いわお

（昭和39年５月３日生　旧中里町出身）

横
よ こ

山
や ま

 ひでき （昭和42年６月19日生　旧中里町出身）
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